
愛知県農林水産部合同職場研修（生物多様性研修）について 

１ 趣旨 

「生物多様性の保全を始めとした多面的機能の恩恵を実感できる社会の形成」を

推進していくため、農林水産部職員が生物多様性の保全に係る実践的知識及び技術

等を習得することを目的として平成２３年度より毎年実施。今年度は福原輪中地区

内の水路において生き物調査を実施した。

２ 実施日時 

  平成２６年７月２９日（火） 午後１時３０分～午後３時００分

３ 参加人数 

  農林水産部職員 １８名

  愛知県土地改良事業団体連合会職員 ４名

４ 調査方法 

  地区内水路の主要地点（最下流部：A地点、福原樋門付近：B地点、上流部：C
地点）において、たも網、さで網を用いて魚類、水生生物を捕獲。

５ 調査結果 

  カダヤシやカムルチー、ブルーギル等の外来生物を多数確認。在来種ではモツゴ

やスジエビなどを確認。

種 名 体 長 個体数 備 考

カダヤシ １～４ｃｍ １６６ 特定外来生物

モツゴ １～５ｃｍ ８

カムルチー ６～１０ｃｍ ８ 要注意外来生物

ブルーギル ３～４ｃｍ ７ 特定外来生物

スジエビ ２～３ｃｍ １１

オタマジャクシ ２～５ｃｍ ６

コマツモムシ ０．５ｃｍ ２

コオイムシ １．５ｃｍ １ 準絶滅危惧種

コシマゲンゴロウ １ｃｍ １

ヒメガムシ １ｃｍ １

ミシシッピアカミミガメ １０ｃｍ １ 要注意外来生物

スクミリンゴガイ １０ｃｍ １ 要注意外来生物

参考 
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福原輪中地区 生物調査実施箇所

A地点

B地点

C地点
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捕獲した生物

調査地点の状況

A地点（写真①）

B地点（写真②） C地点（写真③）
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